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II. 成果の概要（総括研究報告） 
 塚田・永田・柳川（国際医療研究センター）・泉山（感染研）らのグループとともに、赤痢アメーバ

の遺伝的多様性の解析を行った。赤痢アメーバの国際標準株の全ゲノム(HM-1:IMSS cl6 株)の訂正・

再アノテーションを達成した。従来の標準ゲノムの問題点であったコンティグの分断(-1500)、不確定

塩基を含む>100 の遺伝子などの問題点を PacBio 再解読後の修正により解消、コンティグ数を 114 ま

で縮小し、標準配列として登録した。また、国内株の確保(国内株 5 株)と代表 3 株(KU27, 48, 50)のゲ

ノム配列取得を完了し、アセンブルを行った。更に追加の国内 2 株(NA11, NA19)、海外株 2 株

(Taiwan1446, 1198)のゲノム配列取得を終了した。同時に赤痢アメーバの生化学・病原性・免疫回避・

代謝・薬剤開発・耐性に関する成果を納めた。また、津久井（感染研）らのグループとともに、新規

抗赤痢アメーバ薬候補オーラノフィンに対して野生型の約 5 倍の薬剤耐性を持つ株（IC50=3.3μM）

を樹立し RNA-seq 解析を行った。オーラノフィンによる阻害が知られている Thioredoxin reductase
遺伝子発現量に変化はなかった。耐性株で 2 倍以上発現上昇した遺伝子には AIG1 family protein、
iron-sulfur flavoprotein 等が見いだされた。した遺伝子にはメトロニダゾール（MTZ）耐性株でも

発現上昇した遺伝子が存在した。耐性株で 2 倍以上発現減少した遺伝子には AIG1 family protein、
surface antigen ariel1 等が見いだされた。発現上昇・減少した遺伝子には metronidazole 耐性株でも

それぞれ発現上昇・減少した遺伝子が存在した。交差耐性のリスクを知るため、Auranofin 耐性株の

MTZ 感受性を検討したが交差耐性はなかった。 
 塚田・永田・柳川（国際医療研究センター）らとともに腸管原虫症の診断法の検討を行った。ジア

ルジアとクリプトスポリジウム抗原を同時に迅速診断できるイムノクロマト法（IC 法）により、検

鏡と比較して、ジアルジア症診断件数に増加は見られなかったが、クリプトスポリジウム症診断件数

は急増した。直接検鏡法による診断感度が不十分なこと、HIV 感染者におけるクリプトスポリジウム

下痢症の疫学が過小評価されてきたことが示された。また、無症候性持続感染者の増加により、赤痢

アメーバ症が non-HIV や女性にも急増していることを明らかにした。HIV 感染者を対象とした研究

では、血清抗体陽性率が 21.3% と非常に高いにも拘らず、陽性者の 70.4% (195/277) では赤痢アメ

ーバ症に伴う症状や赤痢アメーバ症治療歴を認めないことや、無症状の HIV 感染者の 11.3% (8/71) 
で内視鏡的に診断できる無症候性赤痢アメーバ持続感染を認めることを証明した。また、今までに高

リスクとは考えられていなかった非 HIV 感染者や女性でも、血清抗体陽性率が上昇傾向であること

を証明した。更に、赤痢アメーバ重症例の検討を行い、早期診断の難しさが原因の一端であることを

明らかにした。HIV 感染者に合併した急性虫垂炎全体に対するアメーバ性虫垂炎の頻度（固定済み切

除組織標本からの PCR による E. histolytica 同定）は、 15.8% (9/57) と高値にも拘らず、そのう

ち周術期にアメーバ性虫垂炎と診断される症例は 22.2% (2/9) に留まっていたことを証明した。また、

アメーバ性虫垂炎の臨床像が非アメーバ性虫垂炎と極致していること、切除標本に対してルーチンで

行われる H&E（ヘマトキシリン・エオジン）染色では、組織内に浸潤した病原体を同定することが

極めて困難であることを示した。 
 泉山・八木田（感染研）らとともに角膜炎患者分離株の Acanthamoeba のミトコンドリアゲノムの

決定を行った。分離株間でミトコンドリアゲノムにイントロンや ORF 単位の小さくない挿入欠失を

見出した。同時に、 角膜炎患者のコンタクトレンズケース分離の Megavirus ゲノムを決定した。ゲ

ノムサイズは 1.2Mb、GC 含有率 は 25.4%、近縁の登録配列は Megavirus chilensis（JN258408）、
コーディング配列は 1,104 遺伝子、うち M. chilensis と共通は 1,066（96.6％）。1066 のうち機能も

しくはドメインがあるのは 492（44.6%）、機能未知は 574（52.0%）。tRNA が 5 遺伝子（His-tRNA、

Cys-tRNA、Trp-tRNA、Leu-tRNA x2）あった。また、イルカ条虫症患者分離株のミトコンドリアゲ

ノムを決定した。 
 八木田（感染研）らとともに、ジアルジア・クリプトスポリジウムの糞便中抗原を同時検出する迅

速検査キット開発した。Cryptosporidium parvum の国内分離株オーシスト抗原ならびに Giardia 
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intestinalis の国内分離株シスト抗原に対するモノクロナル抗体を開発し、これを利用して下痢症に

おける糞便中抗原検査を迅速に行う、検体前処理操作を含めおよそ 15 分程度で可能な、イムノクロ

マト（ICT）を作成した。感度約 80％、特異性約 100％であった。汎用性を考慮し、検査プロトコル

は極めて簡易な操作にまとめた。５類感染症として正確な発生動向と報告が求められるジアルジア症

ならびにクリプトスポリジウム症の対応に、本迅速検査キットの導入と普及が期待される。 
 山﨑・森嶋ら（感染研）とともに、幼虫移行症（トキソカラ症・マンソン孤虫症・顎口虫症）複合

型検査 ICT キットの実用化を目指した。トキソカラ症キットに関しては、マレーシアの原住民を対象

に、ICT キットは ELISA とほぼ同じ感度と特異性を示し、高い相関関係（k = 0.722）が示された。

マンソン孤虫症 ICT キットも同様に感度 100%、特異性 97.0%と優れた成績を示した。顎口虫症キッ

トは、タイ・コンケーン大学と共同で評価を行い、有病率 19.3%における ICT キットの感度は 93.8%、

特異性 97.0%の優れた成績を示した。また、エキノコックス症（多包虫症・単包虫症）検査キットの

評価として、多包虫症については、国産のイムノクロマトキット（ICT）とフランス製イムノブロッ

トキット（WB）の評価を実施し、国産の ICT キットの感度は 80.0%、WB の感度は 93.3%であった。

一方、単包虫症に関する評価試験では、患者陽性血清 20 検体と陰性血清 14 検体について ICT と WB
の感度を比較し、ICT の感度は 25.0%と極めて低く、確定診断された単包虫症でさえ陽性反応になら

ない症例が多かった。一方、WB の感度は 83.3%と高く、多包虫症、単包虫症とも検査キットとして

はフランス製 WB キットが優れていた。さらに、裂頭条虫類やテニア属条虫を対象に次世代

pyrosequencing 法（多検体を同時に短時間、低価格で解析できる）による遺伝子鑑別法を確立した。

である。また、稀なイルカ裂頭条虫についても新たな遺伝子同定法を確立した。また、裂頭条虫症の

感染源調査（シロザケやサクラマス）を行い、シロザケ、サクラマスいずれからも裂頭条虫幼虫の感

染は確認できなかった。 
 杉山・森嶋（感染研）らとともに、アニサキス食中毒のサンマにおける感染源調査を実施した 118
尾のうち、22 尾に虫体の寄生を認め，計 53 匹の虫体が検出された。7 匹は筋肉からの検出で、サン

マはヒトへの感染源になることから、消費者への啓発が必要なことが示された。劇症型のアニサキス

症の発生状況を知るため、1991 年以降 25 年間に誌上報告された症例を医中誌 Web から抽出して検

討し、報告症例 393 例のうち、劇症型は 13 例に留まることが分かった（呼吸困難 10 例、意識消失 3
例）。更に、届出義務がない寄生虫症の発生動向把握を目的として、商用レセプトデータベースを入手

し、傷病名として登録された各寄生虫症について年齢階級（5 歳）・性別基準人口に基づく拡大推計を

おこなって発生数の推定を試みた。蟯虫症（28,003 人/年, 95%CI: 22,140-33,867）やトリコモナス症

（108,821 人/年, 95%CI: 90,654-126,988）等、レセプト数の多い寄生虫症の発生数は関連する統計か

らの推定値とよく一致し、レセプトデータに基づく発生推定が可能であると考えられた(30)。 
 平井（順天堂大）・中野（感染研）らとともに、マラリア治療薬ピペラキン（PQ）耐性原虫の単離

と原因遺伝子変異同定に成功した。通常より 80 倍高い変異率を示すネズミマラリアミューテーター

（Mut）を開発し、Mut 原虫ライブラリーから PQ 耐性原虫の単離に成功した。PQ 耐性原虫クロー

ンの全ゲノム SNPs 解析の結果、クロロキントランスポーター（PbCRT）に新規な変異

（PbCRT(N331I)）を発見した。ネズミマラリア原虫に最適化したゲノム編集（CAS9/CRISPR）技

術を開発し、当該遺伝子変異のみを野生型原虫に導入した。作成した変異体は PQ 耐性を示したこと

から、当該遺伝子変異が PQ 耐性を決定していることを証明した。更に、ルメファントリン（LM）

耐性原虫の単離に成功した。Mut および Mut から単離した PQ 耐性原虫（PQRMut）から、それぞ

れ LM 耐性原虫を単離することに成功した。驚くべきことに、PQRMut 原虫から LM 耐性原虫がよ

り速やかに出現、単離された。更に、アルテミシニン耐性関連 SNPs の非出現を確認した。

Takala-Harrison ら（2013 年）によって報告された ART 関連 SNPs に関して、アジア由来の保存検

体（1984-98 年）10 検体を解析した結果、全て野生型であった。更に、ART 耐性関連遺伝子 Kelch 
protein K13 (K13)に関して、1990 年代以前に樹立された標準株において検討した。検出された SNPs
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はすべて ART 耐性と無関係な K13 タンパク質の N 末端領に検出された。ART 使用前の株では耐性

に関与する SNPs は検出されなかった。 
 大西ら（感染研）とともに腸管病原性細菌のドラフトゲノムデータ 454 株を取得した。腸管出血性

大腸菌 96 株、チフス菌、パラチフス A 菌を 293 株、赤痢菌 65 株等である。腸管出血性大腸菌の比

較解析はリサーチ・レジデントにより実施された。特にチフス菌の解析からはフルオロキノロン耐性

株の出現は 1990 年代半ば頃であることが示唆されたが、統計的有意な解析には至っていない。更に

解析菌株を増やすことを企画している。更に完全長ゲノム配列として主に EHEC21 株のデータを取

得した。更に、204 種類のコレラ菌の O 抗原合成遺伝子群解析を終了した。 
 
英語 

 Nozaki et al. investigated genetic diversity of Entamoeba histolytica in Japan, in collaboration 
with Tsukada, Nagata, and Yanagawa (NCGM), and Izumiyama (NIID). We completed corrections 
and reannotation of the world reference strain: HM-1:IMSS cl6, by PacBio sequencing. We 
deposited the updated information to the public databases. We also obtained genome sequence 
reads for several domestic strains and assembled contigs. In addition, two additional domestic 
and Taiwanese clinical strains were fully sequenced by HiSeq. Nozaki et al., in collaboration with 
Nakada-Tsukui, investigated drug resistance mechanisms against auranofin, the new potential 
anti-amebic drug by RNA seq analysis of the resistant strain which had been established by 
exposing the sensitive wild type strain to the drug and showed about 5-fold higher IC50 compared 
to the wild type. Among the genes upregulated in the resistant strain were included genes 
encoding AIG1 family protein and iron-sulfur flavoprotein, but not thioredoxin reductase, which 
was suggested to be the target of the drug. Among those downregulated, genes encoding AIG1 
family protein and surface antigen ariel1 were included. A panel of genes were also up- or 
down-regulated significantly in metronidazole resistance. No cross resistance was observed 
between auranofin and metronidazole. 
 Tsukada, Nagata, and Yanagawa, National Center for Global Health and Medicine, 
demonstrated underestimation of cryptosporidiosis in clinical settings by comparing the 
sensitivity of approved diagnostic method (direct microscopic examination) with that of 
unapproved but sensitive laboratory diagnostic method (antigen detection by 
immunochromatography). On the other hand, using HIV-1 patients’ cohort, we showed high 
seroprevalnce of amebiasis (277/1303=21.3%) among HIV-1-infected men who have sex with men 
(MSM) and high frequency of asymptomatic chronic infection of Entamoeba histolytica among 
seropositives. Additionally, we identified that seroprevalence of amebiais are increasing among 
non-HIV and heterosexual female population in this decade. These results suggest that 
asymptomatic chronic infection of Amebiasis increased not only among HIV-1-infected “MSM” 
population but also non-HIV “heterosexual” population, resulting in the increased number of 
domestic cases of amebiasis in Japan. Also, we found that underestimation of amebic appendicitis 
(E. histolytica infection in resected appendix) from HIV-1 patients’ cohort by demonstrating much 
lower sensitivity of H&E pathology than E. histolytica specific PCR using paraffin embedded 
resected tissue samples, which bringing up a problem in clinical settings that critical cases of 
fulminant amebic colitis were misdiagnosed probably due to insufficient sensitivity of routine 
pathological examination with H&E stain for resected intestinal tissue samples. 
 Izumiyama and Yagita (NIID) completed mitochondrial genome from Acanthamoeba spp. 
isolated from the cornea of a patient with amebic keratitis. They identified numerous differences 
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in introns and ins/dels between the mitochondrial genomes from Acanthamoeba spp. They also 
fully sequenced the genome of Megavirus from Acanthamoeba spp. isolated from the contact lens 
container of the keratitis patient. The genome of the Megavirus was 1.2Mb, encoding 1,104 genes. 
Its G-C content was 25.4%, and the sequence was closest to Megavirus chilensis (JN258408). 
Approximately 45 % of the genes have identifiable functional domain(s) while the remaining 52% 
are hypothetical. Five tRNA genes were also identified. The whole mitochondrial genome from 
Diphyllobothrium stemmacephalu was fully sequenced in collaboration with Yamasaki. 
 Yagita et al. (NIID) developed rapid diagnostic kit (ICT) to detect stool antigen from Giardia 
cysts and Cryptosporidium oocysts using monoclonal antibodies against them. The ICT kit 
enables rapid detection of the parasite antigens within 15 mins, and its sensitivity was about 80％, 
while its specificity was 100％. 
 Yamasaki and Morishima developed and evaluated a reliable and useful diagnostic kit for larva 
migrans:  toxocariasis, sparganosis and gnathostomiasis. Each kit showed high sensitivity 
(86~94%) and specificity (90~100%). They also developed molecular diagnostic two methods for 
meat- and fish-borne tapeworm infections: restriction fragment length polymorphism and next 
generation pyrosequencing, were established for tapeworm infections. They also compared 
diagnostic kits for alveolar and cystic echinococcosis. Japanese and French kits for alveolar (AE) 
and cystic echinococcosis (CE) were assessed using serum samples from both types of 
echinococcosis. The sensitivity and specificity of both kits in AE diagnosis were high, while the 
sensitivity of Japanese kit against CE was low (43%) compared with that of French kit (86%). 
Thus, French kit is recommended to use for diagnosis of CE. They also surveyed the prevalence of 
larval Japanese broad tapeworm in salmonids, but failed to detect any positive cases. 
 Sugiyama and Morishima (NIID) found infection of Anisakis type I larvae in Sanma (Cololabis 
saira)(22 of 118), suggesting the importance of health education campaign. They also conducted 
literature (25 years)-based survey of severe anisakiasis, and found only a limited number of cases 
(13 of 393) developed severe symptoms such as dyspnea and unconsciousness). Furthermore, to 
estimate prevalence of parasitic diseases with no mandantory surveillance, they performed 
medical prescription-based survey (Japan Medical Data Center database) on enterobiasis and 
trichomoniasis, which well matched with estimates from other data sources.  
 Hirai (Juntendo Univ) and Saito-Nakano, NIID, established a rodent malaria mutator which 
possesses over 80 times higher mutation rate than wild type parasite does. Resistant parasites 
against antimalarial piperaquine (PQ) were isolated from the mutator library. Whole genome 
sequencing and SNPs analysis of PQ-resistant clones detected a novel type of mutation in 
chloroquine transporter gene PbCRT(N331I). Subsequently, CRISPR/CAS9, genome editing 
technology was optimized and applied to rodent malaria parasite to introduce PbCRT(N331I) into 
PQ-sensitive parasite. As a result, transgenic parasite line, PbCRT(N331I) showed PQ resistance. 
This is the concrete evidence showing that PbCRT(N331I) directly relates to PQ resistance. The 
resistant parasites against lumefantrine (LM) were isolated. LM-resistant parasites were 
screened in the mutator library as well as the above-mentioned PQ-resistant parasite (mutator 
background). Very interestingly, LM-resistant parasite emerged from PQ-resistant parasite with 
much higher efficiency than the mutator library. Several SNPs related to artemisinin resistance 
have been reported by Takara-Harrison et al (2013). These SNPs were investigated in 10 archive 
samples collected from Asia during 1984 to 1998, and no mutation was detected in them. We 
further examined Kelch13 (K13) gene, a causative gene mutation for artemisinin resistance, in 

5



standard parasite strains established in 1990s. The detected mutations were confined to N- but 
not C-terminal of K13 protein while the latter is known to be critical for artemisinin resistance. 
Thus, we concluded that artemisinin-related mutations did not emerge before artemisinin was 
employed in malaria treatment.  
 Ohnishi et al. (NIID) gained draft genome data from 454 enteropathogenic bacteria including 
96 EHEC, 293 Salmonella typhi and S. paratyphi, and 65 Shigella. They also conducted genome 
comparison of EHEC. Comparative genomics of S. typhi genomes suggested the emergence of 
fluoroquinone resistance in the mid 90s. They also obtained complete genome from 21 EHEC. In 
addition, they completed analysis of genes involved in O antigens from 204 Vibrio cholera.  
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II. 成果の概要（総括研究報告） 
補助事業代表者：国立感染症研究所寄生動物部・野崎智義 総括研究報告を参照。 
 
分担研究開発課題名：寄生蠕虫症（条虫・線虫）の検査・診断法開発と条虫感染実態調査 
１．幼虫移行症複合型検査キットの作成と評価：幼虫移行症として重要なトキソカラ症・顎口虫

症・孤虫症を対象にこれら 3 疾患が同時に鑑別診断できるイムノクロマトキットキットを開

発し、その評価を実施した。トキソカラ症キットの評価は 133 名を対象に行い、感度 86%、

特異性 90%であった。孤虫症の評価は 146 名を対象に行い、感度 100%、特異性 97%であっ

た。顎口虫症については 166 名を対象に実施し、感度 94%、特異性 97%といずれのキット

とも信頼性の高いキットであることが判明した。 
２．条虫の検査・診断法開発： 

食品媒介の条虫類（テニア属、裂頭条虫属など）を鑑別するための方法（制限酵素切断法と

パイロシークエンス法）を開発した。 
３．エキノコックス症検査キットの評価：国産キットと仏製キットを用いて、多包虫症(n=30)、

単包虫症(n=30)、その他の寄生虫症患者血清(n=27)、健常者(n=23)の反応性を評価した。そ

の結果、多包虫症については国産キットの感度と特異性は 80%、100%、仏製キットでは 93%
と 100%であった。一方、単包虫症に対する感度と特異性は国産キットで 43%、100%であっ

たのに対し、仏製キットの感度と特異性は 86%、100%であったことから、単包虫症の検査

に関しては仏製キットによる信頼性が高かった。 
４．サケ・マスにおける裂頭条虫の感染実態調査：国内で最も頻発する日本海裂頭条虫症の感染

源として、北海道産シロザケ（トキシラズ、アキザケを含む）38 尾と青森・新潟産サクラマ

ス 17 尾について、幼虫の寄生状況を調査したが、裂頭条虫の幼虫は検出されなかった。 
 
（ 英 語 ） Development of diagnostic tools for parasitic helminthiases (cestodiasis, 

nematodiasis) and prevalence survey of larval Japanese broad tapeworm in 
salmonids.  

1.  Development and evaluation of a diagnostic kit for larva migrans：The diagnostic 
   kit for 3 larva migrans including toxocariasis, sparganosis and gnathostomiasis was  
   developed and diagnostic reliability of the kit was evaluated. In evaluation of toxocaiasis  
   kit using 133 serum samples, the sensitivity and specificity were 86% and 90%,  
   respectively. In sparganosis kit, the sensitivity and specificity in 146 subjects were 100%    
   and 97%, respectively. The sensitivity and specificity for gnathostomiasis kit using166  
   subjects were 94% and 97%, respectively. These results have revealed that the diagnostic  
   kit is highly reliable and useful for diagnosis of larva migrans.  

2.  Development of molecular methods for diagnosis of tapeworm infections： 
Molecular methods, restriction fragment length polymorphism coupled with PCR  

and pyrosequencing, were established for meat- and fishborne cestodiases.  
3. Comparative evaluation of diagnostic kits for alveolar and cystic echinococcosis: 

Japanese and French kits for two types of echinococcosis were assessed using serum 
samples from 30 each of alveolar (AE) and cystic echinococcosis (CE) and 50 serum samples 
from other parasitic infections and healthy persons. The specificity in both kits for AE and CE 
was 100%. However, the sensitivity of Japanese and French kits for AE was 80% and 93%, 
respectively, while the sensitivity for CE was 43% and 86% in Japanese and French kits, 
respectively, indicating that French kit is recommended to use for CE. 
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  4. Prevalence survey of larval Japanese broad tapeworm in salmonids: 
Fishborne diphyllobothriosis is the most frequent cestodiosis in Japan and the prevalence of 

larvae of Japanese broad tapeworm was examined in salmonids as source ofinfection. 
Although 38 chum salmon called tokishirazu and akizake from Hokkaido and 17 cherry 
salmon from Aomori and Niigata were examined, no larvae were detected in both viscera and 
edible flesh. 
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成果の概要（総括研究報告） 
  補助事業代表者： 国立感染症研究所寄生動物部・部長・野崎 智義  総括研究報告を参照。 
 
＜消化管寄生原虫症の迅速診断用イムノクロマトキットの開発＞ 

本研究では、迅速診断法として有用なイムノクロマトの消化管寄生原虫症診断への導入を図っ

ている。先行開発したジアルジア用イムノクロマトは、下痢症検体等を用いて感度、特異性を評

価し、非特異反応あるいは抗原エピト一プの差異などの問題が若干想定されるものの、有用性は

高いと判断された（H26 年度）。このジアルジア検査と同時にクリプトスポリジウム検査も行う、

いわゆる Dual-test に向けてさらに開発を進め、クリプトスポリジウムに関しては C.parvum の

オーシストを抗原として得られたマウスモノクロナール抗体より、イムノクロマト用に最も優れ

た組み合わせを選択し、既に開発されたジアルジア用抗体セットと上記クリプトスポリジウム用

抗体セットを単一のキットに組み込んだ、ジアルジア・クリプトスポリジウム同時検出キットを

試作した。反応条件の最適化、特異性の検討を加え、各原虫特異的検出また両原虫同時検出が、

検査試料調整を含めおよそ 15 分程度で可能であることを確認するとともに、臨床的に重要なジア

ルジア、クリプトスポリジウム種および遺伝型の検出に本キットが有用であることが示された

（H27 年度）。さらに同時検出キットにコントロールラインを加えた完成型を作成した。未凍結新

鮮便の中に非特異反応が増強する場合があったことからブロッキングの条件に改良を加えた。希

釈糞便試料への抗原添加試験による感度評価を行った結果では、ジアルジアでは 0.5μg タンパク

/0.5ml、またクリプトスポリジウムでは 10μg タンパク/0.5ml が検出限界と考えられ、臨床陽性

検体中の抗原量の推定が可能となった。糞便試料によっては高速遠心で除去される微粒子が抗原

抗体反応を阻害する可能性が示され、その対処法を検討中である。なお本年度完成型 IC を外部機

関で評価する予定であったが、IC 作成時期の都合により本年度は実施せず、次年度の課題とした

（H28 年度）。 
 
＜赤痢アメーバ診断用抗原の解析と抗体開発＞ 

本研究では国内赤痢アメーバ患者臨床株を利用した抗原ならびに抗体開発を目指すこととした。

下痢症診断用抗原として有用と考えられるシスト壁抗原は、グルコース濃度、ｐＨなどの栄養環

境条件、また消化管内でのアメーバ生育環境を考えた培養細胞との共培養によってもシスト誘導

が難しく（H27 年度）、 現状では低グルコース条件下で栄養体内カルコフロー陽性粒子が蓄積す

る、また細胞周囲の染色（キチンの存在を示唆する）が、一部であるが認められシスト化誘導の

可能性が示されるに止まっている。培養細胞 vero cell との共培養で通常の増殖培地とは異なる栄

養環境での生存ストレスを加えることでシスト化誘導を図っており、培地を選択することで短期

間の生存が可能であった。さらにシスト形成時の native な抗原分子の解析を進める。一方、組織

内アメーバの診断も重要であり、その抗原としてタンパク質と並んで抗原性を規定する分子であ

る細胞表面の糖鎖に注目した研究を進めている。レクチンを用いた臨床分離株と標準株 Hm1 を

比較した結果では、共通して強い反応を示す ConA のほか、臨床株のみに反応が見られるレクチ

ンもあり、糖鎖分子がアメーバの抗原性に大きな影響を与える可能性が示された。糖鎖解析法な

ども駆使し診断上重要な抗原を明らかにし、その作成と抗体開発を目指す（H28 年度）。 
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